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各部の名称と機能

Start / Stopキー
測定機能（各種演算）を使って測定を開始するとき（または終えるとき）に押し
ます。

前カバー
前カバーを開けると、時間重み特性（動特性）Fast / Slowと測定時間の設定につ
いての操作手順が書いてあります（下図参照）。

ノート

保護フィルムについて
本製品の出荷時には、時間重み特性と測定時間の設定方
法の操作手順を書いたステッカーシールに保護フィルム

は

が貼り付けてあります。ご使用に際してはフィルムをは
がしていただいても問題はありません。
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測　定

電源投入時は本器はA特性、Fast、測定時間 10 分（10 m）で立ち上がります。

騒音レベルの測定（LA、LCの測定）

1. Cal表示のないことを確認します。
2. A / C / Calキーを押して「
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周波数重み特性（周波数補正回路）
普通騒音計NL-26の周波数特性（周波数に対する重み付けの特性）はA及びCの周波
数補正回路により実現されています。周波数補正回路の電気特性は下図のようになり
ます。
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